
「
♪
い
ち
ね
ん
せ
ー
に
な
っ
た
ー
ら
ー
、
い
ち
ね
ん
せ
ー
に
な
っ
た
ー

ら
ー
、
と
も
だ
ち
ひ
ゃ
く
に
ん
で
き
る
か
な
ー
」
。
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ほ
っ
こ
り
ア
イ
デ
ア
チ
ャ
ン
ス
メ
イ
カ
ー

常
務
で
、
ｓ
ｍ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
「
浄
化
」
ｅ
ｒ
の
天
地
成
行
（
て
ん
ち
・

な
り
ゆ
き
）
で
す
。
昨
年
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
な
世

の
中
で
し
た
ね
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
で
日
本

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
も
、
政
治
の
事
や
社
会
の
事
な

ど
、
生
き
に
く
い
世
の
中
に
は
変
わ
り
な
く
、
さ
ら
に
は
世
界
の
混

迷
も
明
る
い
兆
し
が
ま
だ
読
み
づ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
奉
（
縦
祭
）
り
、
横
祭
り
、
斜
め
祭
り
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
入
社
さ
れ
な
が
ら
、
ご
公
務
も

ば
っ
ち
し
こ
な
さ
れ
て
い
た
、
愛
子
さ
ま
に
と
て
も
好
感
が
持
て
ま

し
た
。
ご
無
理
な
さ
ら
ず
、
で
も
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

昨
年
十
月
に
出
雲
市
で
見
つ
け
た
ス
サ
ノ
オ
タ
ク
シ
ー
さ
ん
。
ナ

ン
バ
ー
す
べ
て
「
７
７
７
」
。
２
０
２
５
は
良
い
循
環
の
確
率
変
動

に
入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
な
ん
て
っ
た
っ
て
「
風
の
時
代
」
。

価
値
観
が
物
質
的

な
も
の
か
ら
精
神

を
満
た
し
て
い
く

方
向
へ
。
今
年
後

半
の
朝
ド
ラ
は
小

泉
八
雲
の
妻
・
セ

ツ
さ
ん
が
主
役
。

令
和
の
日
本
に
語

り
か
け
る
テ
ー
マ

が
気
に
な
り
ま
す

ね
。
そ
れ
で
は
、

み
ん
な
が
つ
ど
え

る

ミ

ニ

コ

ミ

誌

「
み
ん
つ
ど
」
。

５
１
号
は
じ
ま
り

ま
す
。

ミニコミ誌「みんつど」６年目に突入



天
地
成
行
・
編
集

【今月の独り言】

〇人生はトンチだ

真面目に生きすぎる人には

このくらいの気持ちで生き

ていってほしい。ちなみに展

開すれば、人生はウンチだ。

アンチもピンチもランチでな

んとかなるでしょう！？



年の瀬恒例の、東京の市場から仕入れたリンゴ。今年

は岩手のJAいわて花巻の「サンふじ」だ。以下、「夢の

ある会話」？ を仲卸の方としてみた。

てんち「すごいっすねー。一ケースに２６玉級の超大型。

これは会長、岩手の花巻ということで、大谷翔平を意識

しましたね？ 去年は、青森のブランド「福ちゃん」を

購入させていただきましたしね。今年は、作柄がリンゴ

も大変だったでしょう？」

仲卸さん「そうなんですよ。大変です」

てんち「……そうだ、それなら、これ１７玉球という形

で大谷翔平選手にかけて、『翔平リンゴ』にしてはどう

なんでしょうかね？ 花巻東高校ご出身ということで」

仲卸さん「はい、天地さん。ではドジャースに交渉よろ

しくお願いします」

※来年もしそんなブランドができていたら、それは…



本
紙
二
面
、

天
地
成
行
さ
ん

の
コ
ー
フ
ン
と

い
う
言
葉
を
見

て
、
シ
フ
ン
・

ギ
フ
ン
と
い
う

言
葉
を
思
い
浮

か
べ
ま
し
た
。

フ
ン
は
フ
ン
で
も
、
天
地
さ
ん
が
阿
東
つ
ば

め
農
園
の
無
農
薬
玄
米
を
丼
に
四
杯
食
べ
た

あ
と
の
ダ
ッ
プ
ン
の
フ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
脳
内
会
話
の
「
あ
り
方
委
員
会
」
に

出
て
く
る
天
地
成
行
シ
ー
さ
ん
の
「
フ
ン
ガ
ー
！
」

の
フ
ン
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
公
憤
・
私

憤
・
義
憤
で
す
。

津
和
野
の
人
・
森
林
太
郎
さ
ん
（
鷗
外
）

が
、
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に

は
あ
る
け
れ
ど
、
日
本
語
に
は
な
い
言
葉
に

つ
い
て
。
明
治
の
末
に
書
か
れ
た
「
當
流
比

較
言
語
學
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
は
、
次
の
よ

う
に
始
ま
り
ま
す
。

或
る
國
民
に
は
或
る
詞
が
闕
（
か
）
け
て

ゐ
る
。

何
故
闕
け
て
ゐ
る
か
と
思
つ
て
、
よ
く
／

＼
考
へ
て
見
る
と
、
そ
れ
は
或
る
感
情
が
闕

け
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
勝
手
に
要
約
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
語

に
あ
るStreber

と
い
う
言
葉
。
私
は
ド
イ
ツ

語
を
習
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
「
頑
張
り
や
」

と
い
う
よ
う
な
語
感
ら
し
い
。
努
力
し
て
前

進
す
る
こ
と
は
な
に
も
悪
く
は
な
い
け
れ
ど
、

そ
う
や
っ
て
実
力
を
越
え
る
ポ
ス
ト
に
つ
か

さ
れ
た
ら
、
『
ピ
ー
タ
ー
の
法
則
』
（
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
）
で
ピ
ー
タ
ー
先
生
が
い
う
と

お
り
、
本
人
も
ま
わ
り
も
辛
い
で
し
ょ
う
。

新
婚
旅
行
に
行
く
カ
ッ
プ
ル
に
ま
で
「
頑
張

れ
」
と
声
を
か
け
る
の
は
、
以
前
落
語
で
聞

き
ま
し
た
が
、
た
し
か
に
可
笑
（
お
か
）
し

い
。
だ
か
ら
、
ゼ
ミ
で
面
接
の
練
習
を
す
る

大
学
生
に
は
、
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
日
頃
の

実
力
が
出
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
つ
も

言
い
ま
し
た
。

鷗
外
の
エ
ッ
セ
イ
で
次
に
出
て
く
る
の
は

Entrüstung

と
い
う
ド
イ
ツ
語
。
「
義
憤
を
す

る
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
「
あ
れ
は

け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
発
言
は
、
日
本
で
は

新
聞
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ま
で
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ

る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
口
に
す
る
の
は
ド
イ
ツ

人
に
は
気
恥
ず
か
し
い
。
「
あ
な
た
が
た
の

中
で
罪
の
な
い
も
の
が
ま
ず
石
を
投
げ
な
さ

い
」
、
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
が
耳
に
響
く

か
ら
で
す
。
天
地
さ
ん
の
「
み
ん
つ
ど
」
が

ど
の
記
事
も
安
心
し
て
読
め
る
の
は
、
世
の

中
の
困
っ
た
こ
と
に
さ
じ
を
投
げ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
石
を
投
げ
な
い
よ
う
に
編
集
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
私
は
お
も
っ
て
い
ま
す
。

私
も
、
宮
本
常
一
先
生
と
の
共
著
の
『
調
査

さ
れ
る
と
い
う
迷
惑
』
（
み
ず
の
わ
出
版
）

で
、
地
域
の
人
か
ら
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た

痛
い
経
験
を
主
に
書
き
ま
し
た
。

鷗
外
の
あ
げ
た
最
後
の
例
も
実
に
面
白
い
。

世
の
中
か
ら
「
可
笑
し
な
人
」
「
変
人
」
と

言
わ
れ
る
の
を
、
む
し
ろ
勲
章
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
私
で
す
が
、
天
地
さ
ん
編
集
の
み
ん

な
が
つ
ど
え
る
新
聞
「
み
ん
つ
ど
」
が
出
始

め
た
こ
ろ
、
僭
越
な
が
ら
天
地
さ
ん
の
文
章

に
申
し
上
げ
た
意
見
は
「
自
分
か
ら
笑
わ
な

い
で
。
上
手
な
落
語
家
や
喜
劇
俳
優
は
、
自

分
で
は
く
す
り
と
も
笑
わ
な
い
の
に
、
客
は

笑
い
転
げ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
た
だ
ひ
と

つ
で
し
た
。

も
一
つ
今
の
日
本
人
に
闕
け
て
ゐ
る
詞
に

就
い
て
簡
單
に
話
さ
う
。

外
で
も
な
い
。Sich

lächerlich
m
achen

と
い
ふ
獨
逸
語
で
あ
る
。
尤
も
獨
逸
に
は
限

ら
な
い
。Pose,poseur

な
ん
ぞ
と
い
ふ
佛
語

を
必
要
上
か
ら
出
し
た
か
ら
、
佛
語
で
同
じ

事
を
言
つ
て
見
れ
ば
、

se
rendre

ridicule

で
あ
る
。

Lächerlich

もridicule

も
可
笑
し
い
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
自
分
を
可
笑
し
く

す
る
と
い
ふ
詞
が
日
本
に
は
無
い
。
人
に
笑

は
れ
る
と
い
ふ
と
、
大
相
意
味
が
輕
く
な
つ

て
し
ま
ふ
。
世
の
物
笑
へ
に
な
る
な
ど
と
い

ふ
詞
が
古
く
は
有
つ
た
。
こ
れ
は
稍
〻
似
て

ゐ
る
や
う
だ
が
、
今
は
そ
ん
な
詞
も
行
は
れ

て
ゐ
な
い
。

西
洋
人
は
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
こ
と
を

ひ
ど
く
嫌
ふ
。
そ
れ
だ
か
ら
其
詞
が
あ
る
。

日
本
人
は
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
の
が
平
氣

で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
其
詞
が
無
い
。

義
憤
な
ん
ぞ
が
好
い
例
で
あ
る
。
義
憤
の

當
否
は
措
い
て
、
何
に
寄
ら
ず
、
け
し
か
ら

ん
け
し
か
ら
ん
を
連
發
す
る
の
は
、
傍
か
ら

見
る
と
可
笑
し
い
。
日
本
人
が
そ
れ
を
構
は

ず
に
遣
る
の
は
、
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
こ

と
を
厭
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
後
略
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

こ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
作
品
が
、
す
べ

て
無
料
公
開
で
広
告
も
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
図
書
館
の
「
青
空
文
庫
」
で
読
め
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
風
邪
を
ひ
い
て
乾
い
て
し
ま
っ

た
心
を
う
る
お
し
て
く
れ
る
も
の
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

引
用
：
森
林
太
郎
「
當
流
比
較
言
語
學
」

『
東
亞
の
光
』
第
四
卷
第
七
號

一
九
〇
九



越年したごちゃごちゃした悩みは、みなさん持ちた

くありませんよね？

このほど、統合失調症当事者の方からSNSの公的な場

での、精神疾患者と支援者の少し「難しい」問題が寄

せられました。このことをお二人の精神保健福祉士の

資格を持たれる学者さんにぶつけてみました。以下に

回答をいただきましたので、悩みと併せてご紹介して

みます。みなさんはどう思われますでしょうか？

悩
み
を
き
い
て
く
だ
さ
い
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、

メ
ン
バ
ー
間
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
交
換
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
と
か
な
い
と
、
ラ
イ
ン
交
換
禁
止

令
を
出
さ
ん
と
い
け
ん
よ
う
に
な
る
と
か
、
言
わ
れ
て
ま
し
た
。

職
場
、
趣
味
の
集
ま
り
、
労

働
組
合
で
は
「
連
絡
先
交
換
禁
止
令
」
と
か
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
天
地
さ
ん
の
よ
う
に
一
般
常
識

に
精
通
し
た
社
会
経
験
豊
富
な
当
事
者
も
お
ら
れ
て
、
ぼ
く
の
職
場
に
は
ひ
き
こ
も
り
歴
の
長
い
健
常
者
も
お
ら
れ
て
、
一
概

に
当
事
者
、
健
常
者
と
も
線
引
き
は
出
来
な
い
の
で
す
が
、
ラ
イ
ン
の
交
換
く
ら
い
と
も
思
い
ま
す
が
、
揉
め
た
り
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
人
も
一
定
数
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

何
が
い
い
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
地
活

ス
タ
ッ
フ
の
ラ
イ
ン
禁
止
み
た
い
な
話
が
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
次
第
で
す
（
ｓ)今回のご質問について…

本当にナンセンスですね！ びっくりです。

どうして管理したがるのでしょうか。

たとえトラブルがおきたとしても、それを乗り越える経験も必要だと思うん

ですが…。

県立病院で勤務していたころ、患者さんに自分の携帯番号を教えることは厳

禁でした。でも、私は自分が担当している患者さんの多くに携帯番号を教え

ていました…。だから、未だに連絡があって、つながっています。いやな思

いをしたことは一度もありません。

……答えになってますかね～

そうですか。というか、

多くの地域の事業所には、後輩が実践をしておりますが、ライン禁止令とい

うのは、あまり聞かないですね。

もしかしたら、過去に、誰かが傷ついたようなことがあったのかもしれませ

ん。そこは、支援者側の背景も聞きたいですね。

一方で、人は基本的に自由を求めますので、

そこが奪われそうになると、抵抗するのは世の常です。

というか、当たり前にラインはしたいですね。

みなさん、大人ですし。

暮らしにおいて、支援者は、見守る形の支援になればいいですね。

これらを踏まえ、大事なことは、禁止の有無よりも、建設的な対話。これら

の積み上げこそが、開かれた組織になるように思います。

応援しています。



天地さんから、自分の書いているものについて評

論してほしい、という趣旨のご依頼をいただく。な

かなか難しいお題である。私は普段、いわゆる、

「実証的な」研究に従事しており、テキストを批評

するのは得意ではない。さりとて、「書けない」と

お断りするのも恥ずかしい。そこで、的外れな議論

になるリスクを引き受けつつ、思い切って理屈っぽ

いことを書いてみることにした。以下、素人の習作

で恐縮だが、しばらくの間、天地成行論にお付き合

いいただきたい。

前置きが長くなったが、ここからが本題である。

「みんつどブログ」の記事（エントリー）をもとに

天地さんの創作活動を読み解こうとするとき、筆者

が注目したいのは「自己」についての語りである。

「ブログ」（＝Web Log）である以上、当然といえ

ば当然だが、「みんつどブログ」でも、記事の中心

は普段の生活からイベント、過去の出来事も含め、

その多くは天地さん自身についての内容が大半を占

めている。そして、このブログの更新速度は極めて

速い。さらに、天地さんの著書も、基本的に

は自身の経験や自己の形成と関連する内容で

ある。こうしたことを総合すると、天地さん

の創作活動のかなりの部分は自己を語ること

から成り立っているといっても過言ではない。

「自己」は、私の専門とする社会学が古く

から関心を持ってきたテーマでもある。自己

に関する学問といえば心理学ではないか、と

思われる方が多いかもしれない。しかし、人間の自己は

決して自己だけから生まれてこない。このことは、シン

グ牧師が育てたアマラとカマラの例（批判も多いので妥

当な例ではないかもしれないが・・・）もそのことを証

明している。人間の自己形成には、他者の存在が必要不

可欠である。自己と他者の間には当然、コミュニケーショ

ン、相互作用が生じる。したがって、自己は社会学の対

象となるのだ（社会学における自己論に関心をお持ちの

方は、ぜひ、この分野の最も重要な古典であるG・H・ミー

ド『精神・自我・社会』を手に取っていただきたい）。

さて、天地さんの創作活動（≒自己を語ること）を、

社会学的自己論から見たときどのような発見があるだろ

うか。そもそも、社会学には、「物語としての自己」と

いう概念が存在している。私たちは、自己を何か安定し

た実態で、普遍的な本質をもつものと考えたくなること

がある（赤子の魂百まで）。だが、現実の自己はそれほ

ど安定したものではない。むしろ、私たちは他者との関

係に応じて自己の役割を演じ分けている（ゴフマン

『日常生活における自己呈示』）。会社では部下に

優しい上司が、子どもに対しては大変厳しい母親で

あるということもままある。ということは、幅広い

他者と関係を持つようになれば自己は多元化し、統

一性（アイデンティティ）を維持するのは難しくなっ

ていく。

「物語としての自己」に話を戻す。この概念は、そ

の言葉通り、自己を何か具体的な実体としてではな

く、観衆（オーディエンス）に対して語られる物語

として捉えるという意味である。「私とは何者か、

それは私があなたに語る私の物語だ」というわけで

ある。物語であるからには結論があり、そこに向かっ

て収束するよう、途中の出来事は取捨選択され整除

される。結論が変われば（語る時期、場所、相手が

変われば）、当然、選択される出来事やその意味付

けも変わる。

以上の視点から、「みんつどブログ」をのぞいて

みる。するとそこで語られていることの核心は、様々

な縁をつなぎ合わせによって表現者としての骨格が

形成されてきた過程のようにみえてくる。

「天地成行は誰とどうつながり、いかにして

現在のようになったか」、これこそが天地さ

んの創作活動の軸をなす最大のテーマではな

いか。逆にいえば、天地さんは一般の人（実

際にはそのような人間はいないのだが・・・）

に比べて、自分について語りたいという強い

欲望を持っている。そのことは、病を含めこ

れまでの経験と深く結びついているのだろう。もしかす

るとそれは、分散してしまいそうな自己を、一つに留め

ようとする活動なのかもしれない。

下手な「精神分析的」分析は、これくらいにしよう。

最後に補足しておくと、私たちの社会で自己について語

りたいのは天地さんだけではない。SNSの流行を考えれ

ば、むしろ、天地さんは控えめな語り手といえるかもし

れない（そういえば最近ある社会学者が編者となって分

厚い生活史の本が連続して刊行された）。ただ、SNSで

語られる自己は、スペックを盛るために飾られた自己だ。

これに対し、「みんつどブログ」の記事に登場するのは、

あまり普段着の天地さんだ（たまに余所行きの服の時も

ある）。表面ばかりが美しい虚飾の社会は冷たく、かか

わりを拒む。一方で、「みんつどブログ」はかかわりを

求めている。同じWeb上における自己呈示であっても、

そこには本質的な差異があるように思う。（國學院大學

観光まちづくり学部准教授・松本貴文）






